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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、現在使用されている長期観測型海底地震計に、圧力計を付加することにより、地
震波の帯域から測地帯域までの超広帯域長期観測を可能とする海底地震計を開発することを目
的である。開発した海底圧力・地震計を用いて、南海トラフにおいて、試験観測を実施した。
海洋潮汐を良好に記録していると共に、観測中に発生した平成 23 年東北地方太平洋沖地震の
地震波および津波が記録された。本研究により開発された海底圧力・広帯域地震計は、現在観
測に利用されており、ほぼ実用化の段階に達したと考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Ocean bottom seismometers are widely used for earthquake observation on sea 
floor at the present. However, a frequency band of observations is limited from 360s 
to 50Hz. Because an observation band of a pressure gauge is broad, addition of a 
pressure gauge to an ocean bottom seismometer is useful for study of earthquake 
generation. We developed an ocean bottom seismometer and pressure gauge, and carried 
out observation in Nankai Trough region. In addition, the ocean bottom seismometer 
and pressure gauge was used for the aftershock observation for the 2011 Tohoku 
earthquake. The pressure gauges were recorded ocean tide, seismic waves and tsunamis 
of the 2011 event. The developed ocean bottom seismometer and pressure gauges are 
widely used for seafloor observation at the present.  
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１．研究開始当初の背景 

海溝型地震の予測・予知のためには、繰り
返し地震を発生している領域であるアスペ
リティや地震を発生せずに滑りを起こして
いる領域（非地震性滑り域）の空間分布を精

度良く明らかにする必要がある。そのために
は、直上である海底において地震波の帯域か
ら測地帯域までの観測が必要である。 

地震波帯域では、地震研究所が開発した広
帯域海底地震計により、 数十 Hz から数百秒
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程度までの観測が実現している[金沢・他、
2009]。測地帯域での観測では、GPS-音響結
合（GPS/A）方式による海底水平変動観測が
実用化されつつある[藤本、2009]。しかしな
がら、GPS/A 方式は、その計測方法の制約に
より、半年から数年以上の累積的な変化だけ
が計測でき、さらには上下方向の変動を計測
することは不得意である。 

数百秒から数ヶ月にわたる帯域での海底
の上下変動を観測するためには、高精度の水
晶発振子を用いた圧力計が適している。さら
に、圧力計は数秒よりも短い周期まで観測可
能であり、津波計としても利用可能である。
一方、自己浮上式長期観測型海底地震計は、
耐圧容器によりサイズが大きいチタン製球
容器を使用することにより、１年以上の連続
観測が実現されている。長期観測型海底地震
計に、圧力計を付加することにより、地震波
の帯域から測地帯域までの超広帯域長期観
測が可能となる（図１）。 

 

図 1 海底圧力・地震計の計測帯域 

 

２．研究の目的 

地震波の帯域の観測は、これまでに長期観
測型海底地震計により、１年以上の長期連続
観測に関しては十分に培われてきた実績が
ある。一方、水晶発振子を用いた圧力計によ
る海底上下変動観測は、これまで試験的に行
われてきているが、圧力計だけを用いた測地
帯域のみの観測である。また、少数の観測点
による観測であることから、非地震性滑り域
を明らかにするまでには至っていない。 

本研究は、海溝付近でのアスペリティと非
地震性滑り域の分布を解明するために、自己
浮上式長期観測型海底地震計に圧力計を付
加し、測地帯域まで観測する海底圧力・地震
計を開発することを目的とした。なお、収録
は連続収録とし、１年以上の観測ができるこ
とを目標とする。 

本研究計画では、超広帯域海底圧力・地震
計のプロトタイプ１台を開発し、それを用い
て、１年間程度実際に海底に設置し、試験観
測を行うこととした。 

 

３．研究の方法 

海溝付近におけるアスペリティや非地震
性滑り域は、主に陸上の GPS 観測網のデータ
から推定されているが、対象域直上の海底に
おいて測地帯域の観測を行うことにより、精
度を上げる必要がある。 

自己浮上式長期観測型海底地震計は、現在
100 台規模で実用化されており、高精度の震
源決定を行うために、空間的に高密度（約
20km スパン）で観測を行っている[金沢・他、
2009]。本研究では海底圧力・地震計を試作
することとするが、技術開発が完了すれば、
既存の長期観測型海底地震計に圧力計を付
加することにより、空間的に高密度観測が可
能となる。これは、精度のあげるためには、
本質的なことである。 

地殻変動のような長周期の現象の観測に
は、長期観測が不可欠であるが、海底におけ
る長期観測技術は海底地震計により培われ
ている。圧力計の観測には、精度の良い周波
数基準が必要である。従来の圧力計は高精度
の周波数基準を搭載することが主に電源の
制約から難しかったが、海底地震計には、刻
時のための高精度水晶発振子が搭載されて
おり、これを用いる。これまでに海底で観測
を行えなかった数百秒から数ヶ月の変動を
観測することにより、大地震に伴う余効変動
や、ゆっくり滑りといった現象も観測可能で
ある。 

圧力計の選定、データ記録器の製作、既存
の長期観測型海底地震計への搭載方法の検
討を行い、海底圧力・地震計の試作器を開発
した。開発した試作器は、実際に海底に 1 年
程度設置した。回収後に、その記録の評価を
行った。 
・圧力計センサーの評価試験 

圧力計センサーを、カタログデータなどを
用いて、選定した後、評価試験を行うことと
した。使用を想定している圧力計センサーは、
測定範囲 0～7,000m、分解能 68Pa 以下（上下
変動では約 1cm 以下）、消費電力 20mW 程度の
ものであるが、使用温度変化や安定性などの
評価を行った。特に海底地震・圧力計が自由
落下設置自己浮上回収方式であり、設置回収
時に衝撃が加わるので、耐衝撃性に注意を払
う必要がある。圧力計センサーの消費電力は、
観測可能期間に関わることであるが、水晶発
振子を利用しているので、比較的小さく、長
期観測には有利である。 
・圧力計観測のためのレコーダの開発 

圧力計センサーの評価試験と平行して、記
録を行うレコーダの開発を行った。圧力計は、
圧力変化を水晶発振子が発振する周波数の
変化として出力される。そのため、レコーダ
は、出力されている周波数を記録すればよい。
これは、周波数カウンターと同じであるが、
そのためには基準となる周波数が必要であ
る。現在地震研究所が用いている長期観測型
海底地震計は、刻時のために 1 x 10-8の高精
度水晶発振子を搭載しており、この出力を基
準周波数源として用いた。開発したレコーダ
の特徴は以下の通りである。 
１．開発の容易さなどを考慮し、従来の海底



地震計用レコーダを改良せずに、単独の
レコーダとした。 

２．半導体記録媒体にすべてのデータを記録
することとした。近年半導体メモリーの
容量が増加したために可能となり、低消
費電力を実現できる。 

３．レコーダは、周波数カウンター部、刻時
部、記録部からなる。刻時と周波数カウ
ンターの基準には、海底地震計刻時用の
高精度水晶発振子を用いることで、部品
点数の減少と低消費電力化を行った。 

４．レコーダの消費電力は、30mW 以下となっ
た。 

レコーダ開発中に、低消費電力で、超小型原
子周波数発振器が利用できるようになり、こ
の発振器を搭載することも可能なレコーダ
とした。 
・圧力センサーの搭載方法の検討 
圧力計センサーの耐圧容器への取り付け方
法の検討及び記録システムの設置方法につ
いて検討・設計を行い、試作器を開発した(図
２）。 

 

図２ 広帯域海底地震計に装着した高精度水圧計

(白矢印) 

 

開発した海底圧力・地震計は、2011 年 2 月
に、南海トラフに設置し、2012 年 2 月に回収
した。さらに、2012 年 2 月に、同一海域に、
海底圧力・地震計を設置し、2013 年 2 月に回
収した（図３）。一方、海底圧力・地震計の
試作がほぼ完了した 2011 年 3 月に平成 23年
東北地方太平洋沖地震が発生したために、余
震観測にも開発した海底圧力・地震計を設置
した。設置は本震直後の 2011 年 3 月で、同
年 9月に回収した(図４)。これらの観測から、
海底における地震および水圧データが得ら
れた。 

 

図３ 南海トラフにおける設置位置。丸が 2011 年

及び 2012 年に設置した広帯域海底地震計の

位置を示す。黒丸は、2011 年のみの設置であ

る。このうち、2011 年は 1台、2012 年は２

台の海底圧力・地震計を設置した。 

 

図４ 平成 23 年東北地方太平洋沖地震余震観測に

おける設置位置。宮城県沖で水深は約 4,660m

である。 
 
４．研究成果 

まずは、使用する圧力計センサーをカタロ
グデータなどから、選定した。具体的は、
Paroscientific社 8B4000または8B7000を選
択した。その後、このセンサーに対する評価
を行い、圧力変動計測に関して十分な分解能
を有していることを確認した。さらに、現在
地震研究所が用いている長期観測型海底地
震計用レコーダの刻時用の水晶発振器を利
用して、記録を行うレコーダの開発を行った。
その後、圧力計センサーの耐圧容器への取り
付け方法の検討及び記録システムの設置方



法について検討・設計を行い、試作器を開発
した。 

開発した海底圧力・地震計は、試験観測デ
ータを取得するために、南海トラフにおいて、
2011 年 2 月から、1回の回収･再設置を経て、
約 2年間の観測を実施した。回収された広帯
域海底地震計に搭載した高精度水圧計のデ
ータは Leroy and Parthiot [1998]の式を用
いて水深に変換した。水深に変換したデータ
を BAYTAP-G [Tamura et al., 1991]を用いて
解析し、潮汐成分、トレンド（ドリフト）成
分、イレギュラー成分に分解した。トレンド
成分にはセンサー固有の特性によるドリフ
ト成分が含まれている｡観測期間中には、残
念ながら、観測域付近では顕著な地殻変動は
観測されなかったが、2011 年３月に発生した
平成 23 年東北地方太平洋沖地震（マグニチ
ュード 9.0）により発生した地震動や津波に
よる圧力変化が明瞭に記録された（図５）。 

 

図５ 2011 年 3 月 11 日 14 時から 18 時までの高精

度水圧計の記録。圧力計の記録には地震動に

よる変動を記録したあとに津波による海面

の変動を記録したと思われる圧力変化が記

録されている。 

 

また、平成 23 年東北地方太平洋沖地震の
余震観測のために設置した海底圧力・地震計
からは、観測域付近で発生した規模の大きな
余震に伴うと思われる上下変動を観測する
ことができた(図６）。 

 
図６ 2011 年 7 月 9日 18 時から 7月 12 日 12 時ま

での高精度水圧計の記録。7 月 10 日 9 時 57

分に近傍で発生したマグニチュード7.3の余

震に伴う海底上下変動と思われる圧力変化

が記録されている。 
 
本研究により開発された海底圧力・広帯域

地震計は、現在観測に利用されており、ほぼ
実用化の段階に達したと考えられる。 
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